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∣∣ i = 0, . . . ,M − 1} に対して 2 値測定を繰り返し行い，信
号を決定する．信号が ρj かどうかの 2値測定（j + 1回目の測
定）は {Π(j)T = ρj ,Π(j)F = I − ρj}で表される．ここで，I は恒
等作用素を表す．この 2 値測定と，それに伴う射影仮説に従っ
た状態変化を繰り返して信号決定が行われる．

















S(ρ) = −Tr ρ log ρ (3)
ここで，ρ =∑i piρi であり，S(·)は von Neumannエントロ
ピーである．
図 1 非破壊的量子受信機の信号決定の手順
図 2 8PSKコヒーレント状態信号の各測定における Holevo情報量
図 3 8ASKコヒーレント状態信号の各測定における Holevo情報量
本研究では，先験確率が等確率であるM 元 ASK (Amplitude
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